
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプション（別売） 

価 格（型番） 

・付属のエアポンプにオプションの二又分岐ｺｯｸ２個接続で同時に 2 台還流可能。また、オプションの

4 連エアポンプと、分岐ｺｯｸ４個をつけることにより最大 8 台まで還流可能。 
 

セット一式の付属品（型番） 

還流液還流液還流液還流液（（（（難分解性有機化合物難分解性有機化合物難分解性有機化合物難分解性有機化合物    

を溶かした無機塩培養液を溶かした無機塩培養液を溶かした無機塩培養液を溶かした無機塩培養液    ））））    

土壌・炭土壌・炭土壌・炭土壌・炭化素材化素材化素材化素材混合混合混合混合層層層層    

特許第特許第特許第特許第 3030370303037030303703030370 号号号号    

特許第特許第特許第特許第 3773449377344937734493773449 号号号号 

本社〒本社〒本社〒本社〒114114114114----0024002400240024    東京都北区西ヶ原東京都北区西ヶ原東京都北区西ヶ原東京都北区西ヶ原 1111----46464646----16161616    

Tel 03(3918)8111   Fax 03(3918)8119Tel 03(3918)8111   Fax 03(3918)8119Tel 03(3918)8111   Fax 03(3918)8119Tel 03(3918)8111   Fax 03(3918)8119    

営業所営業所営業所営業所            つくば・千葉つくば・千葉つくば・千葉つくば・千葉    

EEEE----mailmailmailmail：：：：info@fujiwarainfo@fujiwarainfo@fujiwarainfo@fujiwara----sc.co.jpsc.co.jpsc.co.jpsc.co.jp                        URLURLURLURL：：：：http://www.fujiwarahttp://www.fujiwarahttp://www.fujiwarahttp://www.fujiwara----sc/co/jpsc/co/jpsc/co/jpsc/co/jp    

    

①シリコ栓（FB-304） 

②ビニルホース 2 種（FB-305） 

③エアフィルタ（FB-303） 

④クランプ（分割型のみ）（FB-402） 

⑤エアポンプ（FB-302） 

⑥ガラスフィルタ（FB-308） 

⑦ガラスフィルタ挿入用器具（FB-307） 

 

○一体型本体のみ（FB-301） 

○分割型本体のみ（FB-401） 

 

① 

⑦ 

④ ⑥ 

③ ② 

⑤ 

・木質炭化素材 

A130 

 

・やし殻炭 

CC100 

 

どちらも 

200ｇ入り 

￥6,000 

（FB-310） 

1 台のエアポンプで 

最大で 8 台の装置を 

稼動できます 4 連エアポンプと 

分岐コックで 

一体型セット一式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･････････￥40,000 
（FB-300） 

分割型セット一式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･････････￥55,000 
（FB-400） 

販売元販売元販売元販売元    

特許技術特許技術特許技術特許技術    土壌・木炭還流土壌・木炭還流土壌・木炭還流土壌・木炭還流方式方式方式方式を用いた分解菌迅速集積装置を用いた分解菌迅速集積装置を用いた分解菌迅速集積装置を用いた分解菌迅速集積装置    

エアポンプエアポンプエアポンプエアポンプ    
○二又分岐コック ○4 連エアポンプ 

炭化素材 
（装置をお買い上げの方のみの別売） 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炭化素材 
水分

（％） 

ｐH

（H2O） 

BET 比表面積 

（m2／g） 

揮発分

（％） 

A130（広葉樹系木炭） 6.1 
5.5～

6.5 
100～130 21.2 

CC100（やし殻炭） 5.4 
7.0～

8.0 
90～120 19.2 

注）揮発分（％）は石炭式（無水ベース）で算出した。 

 比表面積は窒素ガス吸着法を用いて BET3 点法で測定した。 

 炭化素材の pH は蒸留水を用いた土壌の pH 測定法を用いて測定

した。 
x40

x100木質炭化素材木質炭化素材木質炭化素材木質炭化素材A1A1A1A133330000((((粒径粒径粒径粒径:4:4:4:4----6mm)6mm)6mm)6mm)    

表表表表1111    各炭化素材の物性各炭化素材の物性各炭化素材の物性各炭化素材の物性    

炭化素材 水分（％） ｐH（H2O） 
BET 比表面積 

（m2／g） 
揮発分（％） 

A130（広葉樹系木炭） 6.1 5.5～6.5 100～130 21.2 

CC100（やし殻炭） 5.4 7.0～8.0 90～120 19.2 

注）揮発分（％）は石炭式（無水ベース）で算出した。 
 

 比表面積は窒素ガス吸着法を用いて BET3 点法で測定した。 
 

 炭化素材の pH は蒸留水を用いた土壌の pH 測定法を用いて測定した。 
 

A1A1A1A133330000の走査電顕写真の走査電顕写真の走査電顕写真の走査電顕写真    
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CC100 (PCP濃度)

A100 (PCP濃度)

還流集積試験終了後の各素材中の分解菌数還流集積試験終了後の各素材中の分解菌数還流集積試験終了後の各素材中の分解菌数還流集積試験終了後の各素材中の分解菌数(MPN(MPN(MPN(MPN

法による法による法による法による))))    

PCPPCPPCPPCPを基質とした各炭化素材への分解菌の還流集積試験を基質とした各炭化素材への分解菌の還流集積試験を基質とした各炭化素材への分解菌の還流集積試験を基質とした各炭化素材への分解菌の還流集積試験

（（（（図図図図中の矢印は中の矢印は中の矢印は中の矢印は還流液交換）還流液交換）還流液交換）還流液交換）    

※※※※A100A100A100A100ははははA130A130A130A130とととと同等の性能を有同等の性能を有同等の性能を有同等の性能を有する炭化素材でする炭化素材でする炭化素材でする炭化素材です。す。す。す。    
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CC100

A100

（ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ）（ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ）（ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ）（ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ） 

 

PCP

Cl

Cl Cl

ClCl

OH

LLLL 字部字部字部字部    

注ぎ口部注ぎ口部注ぎ口部注ぎ口部    

フラスコ部フラスコ部フラスコ部フラスコ部    

還流液を土壌・炭化素材層の真ん中に落下させられることによ還流液を土壌・炭化素材層の真ん中に落下させられることによ還流液を土壌・炭化素材層の真ん中に落下させられることによ還流液を土壌・炭化素材層の真ん中に落下させられることによ

り、集積の性能が向上り、集積の性能が向上り、集積の性能が向上り、集積の性能が向上しています。しています。しています。しています。    

◆標準的な「一体型」◆◆標準的な「一体型」◆◆標準的な「一体型」◆◆標準的な「一体型」◆    

使いやすく、安価な一体型です。使いやすく、安価な一体型です。使いやすく、安価な一体型です。使いやすく、安価な一体型です。    

補強補強補強補強    

ガラスフィルタを水平に安ガラスフィルタを水平に安ガラスフィルタを水平に安ガラスフィルタを水平に安

定して乗せられます。定して乗せられます。定して乗せられます。定して乗せられます。 

・エアポンプにより・エアポンプにより・エアポンプにより・エアポンプにより還流液（還流液（還流液（還流液（難分解性有機化合物難分解性有機化合物難分解性有機化合物難分解性有機化合物を含むを含むを含むを含む培養液培養液培養液培養液））））をををを一定速度で一定速度で一定速度で一定速度で循環循環循環循環させることがでさせることがでさせることがでさせることがで

きます。きます。きます。きます。    

・分解細菌の住・分解細菌の住・分解細菌の住・分解細菌の住みかとして最適なみかとして最適なみかとして最適なみかとして最適な炭化素材を使用することにより、炭化素材を使用することにより、炭化素材を使用することにより、炭化素材を使用することにより、難分解性有機化合物分解菌の集難分解性有機化合物分解菌の集難分解性有機化合物分解菌の集難分解性有機化合物分解菌の集

積・積・積・積・純化純化純化純化が短期間が短期間が短期間が短期間((((約約約約 4444 週間週間週間週間))))で行えます。で行えます。で行えます。で行えます。    

・分割型はガラス管部のつなぎがボールジョイントで、・分割型はガラス管部のつなぎがボールジョイントで、・分割型はガラス管部のつなぎがボールジョイントで、・分割型はガラス管部のつなぎがボールジョイントで、取り外しが容易で洗浄に便利取り外しが容易で洗浄に便利取り外しが容易で洗浄に便利取り外しが容易で洗浄に便利です。です。です。です。    

――――    CC100CC100CC100CC100 を用いたを用いたを用いたを用いた分解菌還流集積分解菌還流集積分解菌還流集積分解菌還流集積実施例実施例実施例実施例    ――――    

特特特特    徴徴徴徴    

分解菌迅速集積装置について分解菌迅速集積装置について分解菌迅速集積装置について分解菌迅速集積装置について    

ボールジョイントボールジョイントボールジョイントボールジョイント    

クランプクランプクランプクランプ 

難分解性有機化合物（難分解性有機化合物（難分解性有機化合物（難分解性有機化合物（POPsPOPsPOPsPOPs、ダイオキシン類、農薬等、ダイオキシン類、農薬等、ダイオキシン類、農薬等、ダイオキシン類、農薬等）による作物･土壌･水質等の汚染が環境問題に）による作物･土壌･水質等の汚染が環境問題に）による作物･土壌･水質等の汚染が環境問題に）による作物･土壌･水質等の汚染が環境問題に

なっており、これらの汚染物質の除去技術として、微生物等を使っなっており、これらの汚染物質の除去技術として、微生物等を使っなっており、これらの汚染物質の除去技術として、微生物等を使っなっており、これらの汚染物質の除去技術として、微生物等を使ったバイオレメディエーションに期待たバイオレメディエーションに期待たバイオレメディエーションに期待たバイオレメディエーションに期待

が寄せられています。が寄せられています。が寄せられています。が寄せられています。    

土壌に土壌に土壌に土壌に特殊な木炭（木質炭化素材特殊な木炭（木質炭化素材特殊な木炭（木質炭化素材特殊な木炭（木質炭化素材    A1A1A1A133330000、、、、CC100CC100CC100CC100））））を混和を混和を混和を混和後後後後、この分解菌迅速集積装置に充填し、、この分解菌迅速集積装置に充填し、、この分解菌迅速集積装置に充填し、、この分解菌迅速集積装置に充填し、還流還流還流還流

液液液液をををを循環させること（特許技術：土壌・木炭還流方式）循環させること（特許技術：土壌・木炭還流方式）循環させること（特許技術：土壌・木炭還流方式）循環させること（特許技術：土壌・木炭還流方式）でででで、土壌中の難分解性有機化合物（、土壌中の難分解性有機化合物（、土壌中の難分解性有機化合物（、土壌中の難分解性有機化合物（有機塩素系有機塩素系有機塩素系有機塩素系

農薬、農薬、農薬、農薬、POPsPOPsPOPsPOPs、トリアジン系化合物等、トリアジン系化合物等、トリアジン系化合物等、トリアジン系化合物等）分解細菌）分解細菌）分解細菌）分解細菌をををを木質炭化素材中に木質炭化素材中に木質炭化素材中に木質炭化素材中に迅速に迅速に迅速に迅速に集積・純化することが出来ま集積・純化することが出来ま集積・純化することが出来ま集積・純化することが出来ま

すすすす。。。。さらに、さらに、さらに、さらに、このこのこのこの炭化素材から分解菌の分離が可能です。炭化素材から分解菌の分離が可能です。炭化素材から分解菌の分離が可能です。炭化素材から分解菌の分離が可能です。    

詳細は下記の詳細は下記の詳細は下記の詳細は下記の URLURLURLURL をご参照下さい。をご参照下さい。をご参照下さい。をご参照下さい。    

http://www.niaes.affrc.go.jp/sinfo/result/result16/result16_05.html 

http://www.niaes.affrc.go.jp/sinfo/publish/niaesnews/083/news08305.pdf 

http://www.niaes.affrc.go.jp/sinfo/result/result21/result21_11.html 

http://www.niaes.affrc.go.jp/sinfo/result/result19/result19_12.html 

http://www.niaes.affrc.go.jp/rp/pdf/rp01_2007.pdf 

最近では最近では最近では最近では、、、、海海海海水水水水からの有機からの有機からの有機からの有機汚染物質分解菌汚染物質分解菌汚染物質分解菌汚染物質分解菌のののの集積集積集積集積････単離単離単離単離にも利用されていますにも利用されていますにも利用されていますにも利用されています....（日本農芸化学会（日本農芸化学会（日本農芸化学会（日本農芸化学会2015201520152015、、、、

講演番号講演番号講演番号講演番号 2C31p112C31p112C31p112C31p11：「：「：「：「海洋由来の海洋由来の海洋由来の海洋由来の 1,41,41,41,4----ジオキサン分解性微生物ジオキサン分解性微生物ジオキサン分解性微生物ジオキサン分解性微生物」」」」,,,,    R. Matsui et al. (2016) R. Matsui et al. (2016) R. Matsui et al. (2016) R. Matsui et al. (2016) Identification Identification Identification Identification 

and and and and characterization of 1,4characterization of 1,4characterization of 1,4characterization of 1,4----dioxanedioxanedioxanedioxane----degradingdegradingdegradingdegrading    microbe separated from surface seawater by the microbe separated from surface seawater by the microbe separated from surface seawater by the microbe separated from surface seawater by the 

seawaterseawaterseawaterseawater----charcoalcharcoalcharcoalcharcoal    perfusion apparatusperfusion apparatusperfusion apparatusperfusion apparatus. . . . Biodegradation Biodegradation Biodegradation Biodegradation 27:15527:15527:15527:155––––163163163163））））    

◆還流液の流路の洗浄に便利な「分割型」◆◆還流液の流路の洗浄に便利な「分割型」◆◆還流液の流路の洗浄に便利な「分割型」◆◆還流液の流路の洗浄に便利な「分割型」◆    


